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開会

白川道生
（日本福音ルーテル教会事務局長、ルーテル／ローマ・カトリック共同委員会委員）

　ただ今より、日本福音ルーテル教会、日本カトリック司教協議会、宗教改革500
年（共同）記念プログラムを開催いたします。
　本日の全体のテーマは、「平和を実現する人は幸い」というテーマを掲げておりま
す。開会に際して、まず祈りをもって始めて参ります。

　主なる神様、私たちは今日、この浦上教会に集められました。あなたの導きによっ
てこの時が与えられていますことを感謝いたします。この時間とここに連なる人々を
あなたの平和で満たしてください。そして、私たちに一つの祈りをお与え下さい。平
和の思いを心に宿して共に歩みだす時となりますように、このすべての時を祝福し
てください。主イエス・キリストのみ名によって祈ります。アーメン

　それでは、午前中は、シンポジウムのプログラムを行って参ります。
　始めにシンポジストの方のご紹介をいたします。シンポジストの方々、どうぞ前の
方にお進みください。
　シンポジストの方をご紹介いたします。

　始めに、カトリック中町教会司祭、長崎教区エキュメニズム諸宗教委員会委員長
であられます、橋本勲（はしもと いさお）神父です。

　次に、日本福音ルーテル教会牧師、日本ルーテル神学校校長であられる、石居
基夫（いしい もとお）牧師です。
　
　そして、イエズス会司祭、上智大学教授であられます、光延一郎（みつのぶ いちろ
う）神父です。

　どうぞお掛けください。そして、この会のシンポジウムの司会をいたします、小泉　
基（こいずみ もとい）日本福音ルーテル教会牧師、九州教区教区長であられます。
では、よろしくお願いいたします。
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小泉　基
　それでは、早速私たちのプログラムを始めて参りたいと思います。始めに、シンポ
ジストの皆さんにご発言いただきます前に、今回のシンポジウムの意義について、短
くまとめましたショートムービーがありますので、そちらの方を皆さんにご覧いただきた
いと思います。

　　宗教改革500年共同記念イントロダクションムービー
　　https://youtu.be/OatmnvGSb0U

　皆様に短いビデオを見ていただきました。本日のシンポジウムのテーマは、「平和
を実現する人は幸い」というテーマであります。本日はまず、お三方のパネリストの方
々に、それぞれ発題を伺いまして、もし共通するものが、見えてくるものがありました
ら、私の方から少しお伺いして、その後、お互いの発題を受けての、パネリストの方
々の自由な討論というものに入って参りたいと思います。

　頭はお尻の上にあるというふうに申します。今日私たちは、全国からこの長崎、浦
上に集っております。この、浦上の教会の椅子の上に座って、この地で私たちは、平
和を実現するということを考えて参りたいということでありまして、本日は、まず最初
に、この長崎教区から橋本勲神父様にお話をお伺いしたいと思います。よろしくお
願いいたします。
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　「インテグラル」の意味は、「さまざまなことが本質をめぐってそれぞれつながり
合い、影響しあっている」ということでしょうか。人間の身体も脳や心臓、背骨とい
う中心をめぐって、筋肉、血液、神経などがつながり合い、結びつくことで、調和の
とれた健康な身体が成り立ちます。すべては関わりあっている。環境問題も、神と
の関係、人間相互の社会関係、そして大地の問題とつながりあい、それがバラン
スよく関係していることが大切です。全体が上手く繋がりあって調和して、和解しあ
っている状態が幸せな状態、それがすなわち「救い」です。その根本的な基礎が、
教皇フランシスコによれば、まず神様との関係。そこから人間同士の横の関係、さ
らに大地、環境、創造、エコロジーの問題があります。これらすべてに私たちは関係
を持っている。
　これらの関係を人間が自ら断ち切って、自分から不幸な状況を招くこと、それ
が「罪」でしょう。「エコロジー」と同じ由来をもつ「エキュメニズム」の問題も、人間
同士の横のかかわりにおいて、人々が同じキリストを見つめながらも、互いに党
派、宗派、教派に分かれ、分裂してしまっている。これはやはり私たちの罪、関係の
傷の問題でしょう。

　現代のエキュメニズムは、1910年のエジンバラ世界宣教会議、その後の世界教
会協議会（WCC）の活動などから始まりました。ローマ・カトリック教会もそれに刺
激されながら、当時の教皇ヨハネ二十三世のイニシアティブのもと第二バチカン
公会議で始まり、1965年には、1054年以来続いていた東西教会相互の破門宣
告を取り消すことからエキュメニズムに参加し始めました。ヨハネ23世は、長くギリ
シアなどに外交官として派遣されていたため、特に正教会とのエキュメニズムに非
常に深い思いをもった人でした。
　その後の諸教皇たちも、12使徒の頭ペトロの後継者として、教会一致への強い
責任感を示してきました。第二バチカン公会議の根本動機は、ヨハネ23世の強い
意向のもと、①教会の一致（エキュメニズム）、②平和（二度と戦争をしない）、③ロ
ーマ・カトリック教会が「世界」に自らを開くこと、の３点でした。第二バチカン公会
議『教会憲章』（1964年）の第一項、一番最初の言葉はこう言います。「教会（これ
はローマ・カトリック教会だけでなく、キリストのもとに集まる全ての教会という意
味です）は、キリストにおけるいわば秘跡（サクラメント）、すなわち神との親密な
交わりと全人類一致のしるしであり道具」であると。そこに向かってローマ・カトリ
ック教会とすべての教派は、一緒に協力し合うべきだということですね。またヨハ
ネ・パウロ２世は、回勅『キリスト者の一致』（1995年）において、次のように述べま
した。　「キリストを信じる人々は、ともに結ばれて殉教者たちの跡を追おうとすれ
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ば、分裂したままでいることはできません。あがないの秘義を空洞化しようとする
世界の動きを、真に、また効果的に阻みたいなら、十字架についての同一の真理
を、手を取り合って告白しなければならないのです」。
　こうしてローマ・カトリック教会のエキュメニズム対話は、さまざまに進められまし
た。私も委員を務めるルーテル/ローマ・カトリック委員会でも1967年より対話が重
ねられ、1999年には、教理論争の中心にあった義認問題をめぐる『義認の教理に
関する共同宣言』が調印されました。

　福音によるキリスト教の再生というルターの意図

　歴史を振り返ってみれば、宗教改革は、中世の終わりからすでに始まっていまし
た。「暗黒の時代」とイメージされがちなヨーロッパ中世は、実は、改革の連続でし
たし、その流れの中で、マルティン・ルターの宗教改革も起こったのでした。聖書の
自国語訳はルターが最初に行ったという印象がありますが、スペインなどでも、す
でにさまざまな言語に訳されていました。またいわゆる「免償状」の習慣について
も、ドイツ以外でも行き過ぎや悪用が問題にされていました。ちなみに、よく誤解さ
れることですが「免罪符」ではなく「免償状」です！「免罪符」などというものが出さ
れたことはありません。「免償状」とは、カトリックの「ゆるしの秘跡（告解）」におい
て、神から罪のゆるしをいただく際に、マリアさまに祈りをささげるなど「償い」をす
ることが勧められるのですが、その際に、有益な事業のために献金するなどで、「
免償」、償いに代えることが行われたということです。
　しかしながらルターは、先ほど石居先生がお話しくださったように、問題を組織
ではなく、恵みと義、そして信仰とは何かという、キリスト教信仰にとって核心的
で、人間の実存的な問題として提起しました。これは、たしかに重大な「宗教改革」
でした。神の「義」とは、処罰し復讐する「正義」ではなく、人間を赦し、慰め、「自

光延一郎神父

由」にする義であり、ただ神の「恵み」とあわれ
みにより、人間の外面的なわざでなく、「信仰」
によって救われるということに人々の目を開き
ました。「九十五か条提題」も、全キリスト教界、
普遍教会の再生・刷新を求める議論への招き
でした。それゆえ、現代のカトリック神学では、ル
ターは「福音」に基づき「本来のカトリック的なも
の」を取り戻そうとした人、カトリック教会の伝統
に属す人であったと評価されています。
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